
厳正なる審査の結果、第１３回ホスト−ゲスト化学シンポジウムのポスター賞は、

下記の 5件に決定しました。おめでとうございます。 
 
1P-24 関口 翔也 氏（東工大資源研） 
「アルキル鎖長に依存した V型アントラセン２量体の固体蛍光性能」 
 
1P-29 堀内 良介 氏（上智大理工） 
「細菌検出能を有するフェニルボロン酸修飾デンドリマー複合体の設計とその

機能評価」 
 
1P-35 梅崎 将太 氏（阪大院基礎工） 
「ロタキサン型分子機械のシャトリング運動性におよぼす軸成分の構造の効果 
– Harpooning機構の寄与と柔軟性部位の効果の定量化–」 
 
2P-20 佐藤 貴哉 氏（東北大院理） 
「RNA 二次構造へ選択的に結合する蛍光プローブの開発と細胞内イメージング
への応用」 
 
2P-33 内藤 順也 氏（阪大院基礎工） 
「キラルな洗濯バサミ型錯体が有するヘテロキラル会合特性を基にした異種金

属配列制御」 


